
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま

No.２２１

２６Kami
２０２４年１１月号

胡
玉
卓
（
フ
ー
・
ユ
ー
ズ
ォ
）

中
国
／
遼
寧
省

　

私
は
遼
寧
省
瀋
陽
市
出
身
の
フ

ー
・
ユ
ー
ズ
ォ
と
申
し
ま
す
。
現

在
は
高
知
工
科
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
で
機
械
シ
ス
テ
ム
制
御

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
で
あ
る
瀋
陽
は
、
中

国
東
北
部
に
位
置
す
る
歴
史
あ
る

都
市
で
、
か
つ
て
の
清
朝
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
「
北
京
と
瀋
陽
の
明
・
清

王
朝
皇
宮
」
と
し
て
、
２
０
０
４

年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に

共
同
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
よ
う
な
伝
統
と
近
代
産
業
が

融
合
し
た
街
で
育
ち
ま
し
た
。

　

高
度
な
工
学
技
術
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
異
な
る
教
育
環
境
で

貴
重
な
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
、

高
知
工
科
大
学
大
学
院
へ
の
進
学

を
決
意
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は

と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

機
械
シ
ス
テ
ム
制
御
研
究
室
の
岡

宏
一
教
授
が
新
入
生
の
歓
迎
会
を

開
い
て
く
だ
さ
り
、
研
究
室
の
仲

間
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、
温

か
い
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
し
て

研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
も
と
て
も
気
に
入
っ
て
お

り
、
大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
大
学
祭
で
、
焼
き
そ
ば

や
焼
肉
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
香
美
市
の
地
域
の

皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
も
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
前
、
道
端
の
草
む
ら

近
く
を
歩
い
て
い
る
と
蛇
に
出
く

わ
し
、
通
り
掛
か
り
の
地
元
の
方

が
心
配
そ
う
な
様
子
で
し
た
。
翌

日
、
同
じ
場
所
を
通
る
と
草
む
ら

が
き
れ
い
に
刈
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
と
て
も
驚
き
、
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
香
美
市

で
学
生
生
活
を
送
る
中
で
、
親
切

で
支
え
合
う
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
ま
す
。
こ
ち
ら
で
過
ご

し
た
時
間
は
、
私
の
人
生
の
大
切

な
思
い
出
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。

第５４回  美良布神社の狂言芝居居

　大川上美良布神社では、元文・寛保（１７３６～

１７４４）年間から奉納芝居が行われるようになっ

た。お城下では、藩命によって禁止されていたが、

山や浦では禁が緩かったらしく、｢豊作祈願お聞き

届への御礼｣ という口実らしい。お通夜殿には人力

の廻り舞台も構え、境内に観客が溢れたという。

　「菅原伝授手習鑑」は、菅原道真の大宰府左遷

を北野天満宮縁起から脚色された浄瑠璃芝居で、

歌舞伎にも取り入れられた人気演目だが、延享三

年（１７４６）、上方竹本座で初演されたものとい

う。この演目が翌年、土佐の山間僻地の美良布神

社境内で演じられた。

　幕藩体制では生活や行動に厳しい制限を受け、

遠流の国の田舎に半年ほどで台本が届いたとする

と、特別なツテがあったと考える以外ないが、文

化の驚く浸透力である。２４時間のテレビ世代は、

ラジオもテレビもない時代が想像できるだろうか。

戦後の映画館が全盛の時代をご存知の方には、韮

生住民の熱気が想像いただけよう。

　大坂と韮生産品の商取引のあった山田野地の

「大津屋」あたりが関わっているのであろう。お

た    ふ

おんる

かがみ

城下に出たことのある者も少ない山村であるが、

文化水準の高さか、農村に余裕が生まれ始めた頃

かも知れない。寛政元年（１７８９）頃、韮生谷に

和食から「カラ芋」が伝わって、農民生活に余裕

が出て来たと言われている。談議所で「美良布の

芝居、あれは太布狂言じゃ」と評していた話が伝

わる。植物繊維で織った着物を使う程度の低いも

のの意味と思われるが、韮生農民の熱気への妬み

に聞こえる。山田野地の芝居小屋「永楽座」が開

業することへ連なり、「須江高野家文書」にも謡

曲本、浄瑠璃集がある。ドッコイ、街に居住する

田舎をヤシベル（いじめる）者に恰好の反撃材料

として推薦する。現代とこの時代を比べて浴して

いる恩恵を思うのも無駄ではない。

※ 参考資料『韮生遺談』竹内重意

（香美市文化財保護審議会・岡村）

▲ 今年８月に滋賀県で開催
　 されたシンポジウム（磁
　 気軸受国際会議）で撮影

▲ 大川上美良布神社内「通夜殿」外観

◆
か
ほ
く
音
を
楽
し
む
会

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
カ

リ
ナ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
二
胡
、

ギ
タ
ー
な
ど
、
日
頃
、
イ
ベ
ン

ト
や
家
庭
で
楽
器
を
楽
し
ん
で

い
る
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
今

年
で
３
回
目
と
な
る
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に

演
奏
会
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
 

入
場
無
料

【
日
時
】
12
月
７
日 (

日)

(

開
場
12
時
30
時) 

13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

２
階

ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
ほ
く
音
を
楽
し
む
会 (

武
内)

☎
０
９
０
・
４
７
８
２
・
３
５
５
６

掲　

示　

板

◆
婦
人
会
防
災
学
習

　

香
美
市
婦
人
会
で
防
災
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
12
月
２
日 (

火)

・
13
時
30
分
～　

開
会

・
13
時
35
分
～　

講
演

　

『
避
難
所
に
お
け
る

ト
イ
レ
事
情
に
つ
い
て
』

・
14
時
30
分
～　

講
演

　

『
香
美
市
の
防
災
対
策
の

現
状
と
取
組
』

・
15
時
～　

講
演

　

『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
研
修
』

　

『
日
常
の
注
意
点
と

災
害
時
の
対
策
』

・
16
時
10
分
～　

閉
会

【
場
所
】

プ
ラ
ザ
八
王
子

３
階
大
ホ
ー
ル

【
そ
の
他
】

参
加
希
望
の
方
は
、
11
月
20
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

香
美
市
婦
人
会 (

中
山)

☎
０
９
０
・
４
７
８
１
・
１
６
７
０

(山田高校マンガ部)

◆
天
空
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

土
佐
山
田
町
の
佐
岡
地
区
公

民
館
か
ら
佐
竹
地
区
「
天
空
の

郷
」
を
目
指
し
て
、
自
然
の
中

を
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。
地
元
の
方
の
お
接
待
や

音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ほ
か
、
今

回
は
特
別
に
、
全
盲
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
堀
内
佳
さ

ん
に
生
歌
を
披
露
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

※
 

参
加
無
料

【
日
時
】
11
月
30
日 (

日)

10
時
集
合
～
15
時
頃
解
散
予
定

【
集
合
場
所
】
佐
岡
地
区
公
民
館

【
定
員
】
70
人　

※
 

先
着
順

【
注
意
事
項
】

・
飲
み
物
や
お
弁
当
は
各
自
で

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲ イベント詳細
　 はこちら

さ
と

２１８

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

佐
岡
地
区
公
民
館 (

山
中)

☎
０
９
０
・
１
１
７
６
・
３
１
４
１

◆
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

　

ロ
ッ
キ
ー
ズ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

で
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
に
興
味
が

あ
り
、
一
緒
に
楽
し
む
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
、
初

心
者
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】

毎
週

月
・
水
曜
日

９
時
～
11
時

【
場
所
】

土
佐
山
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ロ
ッ
キ
ー
ズ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ (

鍵
山)

☎
０
９
０
・
３
９
０
０
・
８
６
１
３

◆
土
佐
山
田
弓
友
会

弓
道
講
習
会

【
開
催
日
】
11
月
９
日 (

日) 

・
12
時
～　

受
付

・
12
時
30
分
～　

開
会
式

・
12
時
45
分
～　

矢
渡
し

・
13
時
～　

講
習
・
練
習

・
16
時
40
分
～　

閉
会
式

【
場
所
】
時
久
弓
道
場

(

土
佐
山
田
町
須
江
４
５
１)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

土
佐
山
田
弓
友
会 (

中
井)

☎
０
９
０
・
３
７
８
７
・
９
２
５
７

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

(

開
場
1
時
3
時) 

1
時

1
時
3
分

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

ご応募をおまち

しています♪

　
　

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

カ
ミ
ー
テ
ィ
ア

▲ 一昨年の11月に開催された
　 演奏会（第１回）の様子
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